
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

前期破水、早期破水、常位胎盤早期剥離、前置胎盤、弛緩出血と看
護

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胎児と新生児期におこりやすい異常および看護について理解し、説
明できる。

各コマに
おける

授業予定

胎児機能不全、低出生体重児、呼吸障害、低体温、低血糖、高ビリル
ビン血症、チアノーゼと看護

2023

専門分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

指定した教科書を事前に読んでおくこと
事前に示された課題を学習しておくこと
授業内容に関わる小テストを実施するので復習しておくこと

出席・授業態度（５％）、筆記試験（９５％）で評価する

第
4
回

使用教材

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

授業以外での準備学習
の具体的な内容

学習プリントによる復習

第
5
回

第
2
回

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

学習プリントによる復習

第
3
回

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

学習プリントによる復習

内　　　容

不妊症、出生前診断について理解し、説明できる。妊娠初期におこり
やすい異常と看護について理解し説明できる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

学習プリントによる復習

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

分娩時におこりやすい異常と看護について理解し説明できる。

科  目  名

看護学科

母性援助論 Ⅲ

科　目　区　分

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　医学書院
病気がみえる　vol10　産科　第3版　メディックメディア
PERINATAL　CARE　帝王切開バイブル　485.2018メディカ出版

妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期の異常および看護を学ぶ

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

各教室3年次 教室名

担 当 教 員 　勝部愛子　他
実務経験と

その関連資格
総合病院の産婦人科に助産師として勤務、受胎調節実地指導員
不妊症看護認定看護師

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

学習プリントによる復習

不妊症、出生前診断、妊娠悪阻、切迫流産、切迫早産、妊娠期の感
染症と看護

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

妊娠、分娩、産褥期におこりやすい異常および看護について理解し、
説明することができる。

各コマに
おける

授業予定
妊娠高血圧症候群、妊娠糖尿病、多胎妊娠、羊水過多と看護

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

分娩期におこりやすい異常および看護について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

娩出力の異常、胎児の異常による分娩障害、胎児の付属物の異常、
分娩誘発と看護



第
8
回

学習プリント 学習プリントによる復習

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期の異常および看護を理解できる。

各コマに
おける

授業予定
妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期の異常と看護

AV機器
腹式帝王切開術お
よび看護資料

学習プリントによる復習

腹式帝王切開術前、中、後の合併症と看護、無痛分娩

学習プリントによる復習
第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産科処置と産科手術の看護について理解し説明できる。

各コマに
おける

授業予定

母性看護学各論
AV機器
ワークシート

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産褥期におこりやすい異常および看護を理解し、説明することができ
る。

各コマに
おける

授業予定

子宮復古不全、乳腺炎、産褥うつ病および虐待、精神病合併妊婦、
胎児死亡および新生児死亡と看護


